
                       

  

 

     

    

   

 

       

 

  

                                                                                         

  

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プール専用使用コース

数 

交流センター 

日 曜日 10～12時 13～15時 会議室関連 

１ 金   ３月分先着予約開始 

２ 土   ２コース  

３ 日 

 

 

   

４ 月  ２コース   

５ 火 休  館  日 

６ 水 ２コース   

７ 木  ２コース  

８ 金 業のため

入場不可 

  

９ 土  ２コース  

10 日    

11 月  ２コース  

12 火  

 
２コース  

13 水 

 

 

２コース   

14 木  ２コース  

15 金    

16 土  ２コース  

17 日    

18 月   
２コース 

（～15:40） 
 

19 火 休  館  日 

20 水 ２コース            ４月分抽選結果発表  

21 木   ２コース   

22 金    

23  土 

 

 ２コース  

24 日    

25 月   ２コース   

26 火   ２コース   

27 水 ２コース    

28 木   ２コース  

3/1 金 ２コース  ４月分先着予約開始 

２ 土   ２コース  

 ３ 日    

４ 月   ２コース  

５ 火 休  館  日 

   

年 3月 11日の地震で、逗子市立図書館では 500

冊ほどの図書が落下したり、天井から水が漏れ、その

後も計画停電のために、開館時間がその日によって違

うという不安定な図書館サービスを続けていました。 

 そのような状況の時に、「東北地方太平洋沖地震に係

る岩手県内公立図書館等の被害概況」で、陸前高田市

立図書館の人的被害として『全員行方不明または死

亡』、建物は『壊滅状態』、備品は『把握不能』と知り

ました。6人の職員全員と 8万冊の蔵書を津波が奪って

しまったのです。 

 陸前高田市としては、生活の立て直しにつながるイ

ンフラの整備がまず優先されるのは当然のことでし

た。混乱も収まっていない時でしたが、図書館や出版 

関係者などから、子どもたちのために本を届けよう、 

図書館を何とかしようという運動が全国に広がり、全 

国からたくさんの本が届けられました。 

逗子市でも、市民交流センターと図書館

との協働で、陸前高田に本を寄贈するプロ

ジェクトを立ち上げました。大型絵本購入 

の募金も交流センター窓口で受け付け、「ダンゴムシみ

つけたよ」「おおきなかぶ」など、計 

5冊の読み聞かせ本（50×40cm）を図 

書館で選定し、購入。そのまま使用で 

きるように、図書館職員ですべての本 

にコーティングをしました。 

装備の終わった本は 2012 年 5月下 

旬、市長が届けました。市民の皆さん 

のご協力に、あらためて感謝しており 

ます。ありがとうございました。 

発行：市民交流センター Vol.32（平成 25年１月 20日） 

〒249-0006 神奈川県逗子市逗子 4-2-11 

TEL  046-872-3001 

FAX 046-872-3003 

    kouryu@city.zushi.kanagawa.jp 

 

 

※開館時間は、９時～21 時です。 

 

・ 専用使用がある時間帯は３コース 

のみの使用となります。 

・ 小学校３年生以下は、保護者など 

の付添が必要です。（付添 1人につ 

き２人まで） 

開設日・時間：月曜日～金曜日 ９時～17時 

（交流センター休館日・祝日は除く） 

連絡先: 電話 ０４６－８７３－８０３７ 

FAX ０４６－８７２－２５１９ 

Ｅメール vc@zushi-shakyo.com 

 

 

逗子市立図書館  

館長 小川 俊彦 

当
選
確
定
手
続
期
間 

４
月
分
抽
選
申
込
受
付
期
間 

逗子地区の見守りサポーターを 

中心に毎月ご近所のふれあいの 

ために行っている｢ご近所ひろば｣。 

新年最初は、成人式のお祝いをか 

ねた地域交流のために、もちつき 

大会を行いました。フェスティバ 

ルパークで開催予定でしたが、雪 

のため、逗子小学校のランチルームで開催しました。  

次回は２月 26 日 10 時～12 時、交流センター隣り 

の山上輪業スペースで開催します。 

 

年からずっと、宮城、岩手の沿岸地域の被災者支

援に関わってきたＭさん。彼女が最近、気になってい

るのは、ボランティアの「引き際」のことだといいま

す。外部のボランティアに頼った活動があまり長期に

わたると、被災地の人たちだけで自立してやっていく

のが、難しくなってくる。外からやってきたボランテ

ィアは、どんなに頑張っても、所詮は「外の人」でし

かない。現地で結婚して居を構え、そこで働いて収入

を得ながら、町の復興にずっと関わっていくというの

ならいいが、そうでないなら、あまり長くいるべきで

はない、と彼女は言います。現地では、かつて支援活

動の成功例としてマスコミなどで紹介された活動が、

最近、ボランティアが来なくなって、行き詰まってい

る例をいくつも見聞きするそうです。 

Ｍさんと話しているうちに、「支援の 

その後」を見に行くツアーをやるといい 

んじゃないかという話になりました。 

「応援に行こう」というツアーはたくさ 

んありますが、「応援した後、どうなったか、見に行

こう」というツアーは、聞いたことがありません。で

も、それは、本当はとても大事なことなんじゃないか

と。支援を受けた地元の人たちは、その後、自分たち

の力でうまくやっていけているのか…。「忘れない、

つなげていく」ということの意味を、もう一度、噛み

締めなければと思います。 

 

逗子市まちづくり課では、逗子の景観をより身近なも

のに感じ、共有していくために、また、「逗子ステキ発

見！景観フォトコンテスト」など逗子の景観に関するイ

ベント情報等のお知らせ広報紙」として「逗子の景観ま

ちづくり『瓦版』」を月１～２回程度発行しています。 

 市民活動スペースに『瓦版』コーナーを新設しました

ので、ご覧ください！フォトコンテスト作品募集の案内

も掲示しています。 

 

 

大サイズ：１８個 

使用料金：4,200 円/年 

小サイズ：３０個 

使用料金：2,400 円/年 

 

引出しサイズ： 

Ａ４判が折らずに入

ります。高さ 69㎜ 

使用料金：無料 

個数：７２個 

詳細は市民交流センターホームページ、 

掲示板、窓口でご覧ください！ 

今年初の雪かき 

つきたてのおもちも大師汁もあったかい♪ 

市民協働コーディネーター 木下理仁
きのしたよしひと

 

mailto:vc@zushi-shakyo.com


小坪にある複合施設 
（1971 年 6 月開業） 

交通：JR 横須賀線逗子駅、京浜急行新逗子駅北口
より、京浜急行バス小坪経由鎌倉駅行きに
て小坪海岸下車、徒歩 5 分。 

 

７万本の松原からたった一本、 

津波に耐えた一本松。 

私たちに希望を与えてくれた 

一本松は、 

もはや自立が出来ませんが、 

復興の象徴として新しい形で 

残していきたいのです。 

みなさんの協力をお願いします。 

岩手県陸前高田市長 戸羽 太 

交流センター窓口に募金箱を設けています。 

皆さまのご協力をお願いいたします。 

２月 12日（火）18時～20時 

逗子文化プラザ さざなみホール 

●受講料：無料 
●定 員：先着 100名 
●申込み・問合せ：２月１日（金）9：00から 
     逗子市ホームページ電子申請・届出、 
     電話、ファックス、電子メールで 
     または直接逗子市教育委員会社会教育課

（TEL：046-872-8153）へ 

トーク 福島カツシゲさん（俳優）＆ 

石倉良信さん（俳優） 

ゲスト 石森裕治さん（宮城県漁業協同組合石巻市
東部支所運営委員長。荒波牡

蠣復活委員会会長） 

講師 片田 敏孝氏 
（群馬大学広域首都圏防災研究センター長・教授） 

３月３日（日）14時～16時 

逗子小学校 体育館 
●同時開催 防災関連用品の展示・販売 

 

●受講料：無料 
●定 員：先着 250名 
●持ち物：上履き、靴を入れるビニール袋等 
●申込み・問合せ：２月１日（金）9：00から 
     逗子市ホームページ電子申請・届出、 
     電話、ファックス、電子メールで 
     または直接逗子市経営企画部 防災課（内 337）、 

逗子市教育委員会 社会教育課（内 518）へ 

2011 年 4月から毎月、福島県南相馬市でボランティア活動を行なっています。 

ロータリークラブで留学の経験を持つ仲間３人の「何かできないか」という思

いから誕生しました。首都圏から幅広い年代の参加者が集まり、逗子からレン

タカーで出発しています。 

現在は仮設住宅の集会場でマッサージやクラフト作りのイベントを開催し、

住民が交流できる「交流ひろば」を作っています。地域コミュニティの離散や

住民同士のコミュニケーション不足により、孤独な思いをされる被災地の方は

少なくありません。私たちは「家族」をテーマとし、現地の方々が笑顔で挨拶

を交せるような環境作りを目指して、活動を継続していきます。（小田まむや） 

バス車内 肩もみコーナー 現地での鍋 

HP: http://bochibochiikocar.jimdo.com/ 

「いこカー」は 
CAR（車）と「力」（チカラ） 
の２つの意味です。 

小田まむやさん 

鎌倉時代から続く市内唯 

一の漁港がある町、小坪。 

その５丁目には、「逗子マ 

リーナ」があります。 

まるで地中海のリゾー 

ト地にでも来たかのような 

（実際には行ったことはありませんが…）パームツリー

の大群が植えられたこの土地、実は鎌倉霊園造成工事の

残土を用いて埋め立てられています。 

現在では結婚式場や毎年夏に開催されるフェスティ

バル形式のコンサートで有名になりつつあります。個人

的に「逗子マリーナ」から連想されるキーワードは「ユ

ーミン／ボーリング場／川端康成」ですが…（汗）。     

空気が澄んでいる今の 

時期、天気のいい日は相模

湾、江ノ島越しに雄大な富

士の山を眺望することも出

来ます。 （小坪 斎田） 

以前から手作り衣料品を提供する支援をし 

ていた私達洋裁グループは材料や資金を送り、 

現地スタッフが仮設住宅集会所で講習会を開 

き、被災者に交流の場と手仕事の提供をして、 

ドレスタオルやアクリルエコタワシが生まれ 

ました。経費を除いて売上は製作者に還元さ 

れます。 

心をこめた製品を、大勢の方の手に取って 

いただきたく、イベント・バザーなどに参加して 

販売の場を広げています。どうぞご協力ください。（平野由美子） 

「手を動かしていれば気が紛れる」 

この一言から始まったプロジェクト 

 

小塙さん   平野さん   福本さん 

「半歩前進プロジェクトを立ち上げたの。」2011 年 11月、陸前高田の被災

者からの電話。助かった命も、過酷な日常に晒されて希望を失う人が後を

絶たない現地の様子と、それを止めたいという願いを感じ取りました。 

ドレス 
タオル クリア 

ホルダー 
（奇跡の一本松） 

 

アクリル 
タワシ 

現地スタッフの
大和田さん 

陸前高田の
かあちゃん
達から届い
た寄せ書き 

なぎさ橋にある“逗子みやげ処”の看

板が目印の「mai!えるしい」は、社会福

祉法人湘南の凪が運営している「障がい

者の自立と社会参加の促進を目的とする

就労支援事業所」です。 

１階が店舗・製菓工房、２階が給食セ

ンターとして法人の給食を作っていま

す。一人ひとりの「働きたい」という思

いを実現し、喜びに、そして住み慣れた

地域で就職できるようサポートしていく

施設です。 

 製造だけではなく販売にも力を入れており、被災 

地応援の販売は陸前高田市 2件、山田町１件で、継 

続して応援できるよう取り組んでいます。 

逗子海岸のように青いポロシャツが目印です！見 

かけた際は、ぜひ声をかけてください。（庄子さなえ） 

 

 

販売スタッフの皆さん（後列左が庄子さん） 

売り切れ続出でした♪ 

社会福祉協議会です！ 
 
 
もよろしくお願いします！ シフォンケーキ 

（陸前高田の柚子を
使っています） 


